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　６月１５日に開催された奥川健康マラソン大会。 
　号砲の合図を皮切りに、健脚自慢のランナーが一 
斉にスタート。我一番にと全力で奥川路を駆け抜け 
ました。 
　沿道からも「はい、がんばって！」と声援が飛び 
交い、ランナーの背中を後押ししていました。 

全力で駆け抜けた奥川路 

●新しい町議員18人が決定……………………………Ｐ2 
　　～町議会議員一般選挙結果～ 
●6月町議会定例会報告………………………………Ｐ3 
　　14議案すべてを原案どおり可決 
●長年の夢　高速バスストップを整備………………Ｐ4 
●住基ネットがさらに便利に…………………………Ｐ5 
　　8月25日住民基本台帳ネットワーク二次稼動 
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男 

当日有権者数 投票者数 投 票 率  

3，540人 3，192人 90.17％ 

女 3，838人 3，498人 91.14％ 

計 7，378人 6，690人 90.67％ 

長谷川才吉さん 
（戸中） 

橋谷田文男さん 
（山浦） 

候
補
者
別
得
票
数
 

開

票

結

果

 

         　
任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
一

般
選
挙
が
六
月
二
十
四
日
に
告
示
さ

れ
、
二
十
九
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
開
票
は
即
日
行
わ
れ
、
新
し

い
町
議
会
議
員
、
十
八
人
が
決
定
し

ま
し
た
。
 

 　
投
票
は
午
前
七
時
か
ら
町
内
二
十

三
ヵ
所
の
投
票
所
で
一
斉
に
開
始
さ

れ
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
投
票
所
に
は
朝
早
く
か
ら

大
勢
の
有
権
者
が
投
票
に
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
 

         　
当
日
の
有
権
者
数
は
七
千
三
百
七

十
八
人
で
、
前
回
（
平
成
十
一
年
）

の
七
千
七
百
二
十
一
人
と
比
べ
、
三

百
四
十
三
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
投
票
者
数
は
六
千
六
百
九
十

人
で
、
投
票
率
は
九
十
・
六
七
％
と

な
り
、
前
回
の
投
票
率
九
十
二
・
一

五
％
を
や
や
下
回
り
ま
し
た
。
 

   　
開
票
は
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
で
午

後
八
時
か
ら
行
わ
れ
、
午
後
十
時
十

五
分
に
各
候
補
者
の
得
票
数
が
確
定

し
、
十
八
人
の
新
し
い
町
議
会
議
員

が
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
票
の

様
子
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
り
生

中
継
さ
れ
、
開
票
の
状
況
が
選
挙
速

報
と
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
各
家

庭
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
投
票
総
数
は
六
千
六
百
九
十
票
で
、
 

そ
の
う
ち
無
効
と
さ
れ
た
も
の
が
七

十
一
票
あ
り
、
有
効
投
票
数
は
六
千

六
百
十
九
票
で
し
た
。
 

　
当
選
者
は
現
職
が
十
五
人
、
新
人

が
三
人
で
し
た
。
ま
た
、
西
会
津
町
 

                      初
の
女
性
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
 

　
当
選
さ
れ
た
方
々
へ
の
当
選
証
書

交
付
式
は
、
六
月
三
十
日
町
役
場
大

会
議
室
で
行
わ
れ
、
物
江
千
代
喜
選

挙
管
理
委
員
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
に
つ
い
て
は
、
七
月
一
日

か
ら
四
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
候
補
者
ご
と
の
得
票
数
は

次
の
と
お
り
で
す
（
得
票
順
に
掲
載
、
 

按
分
票
で
一
票
に
満
た
な
い
端
数
は

切
捨
て
ま
し
た
）
 

  ▽
定
数
十
八
名
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

当
　
荒
海
　
清
隆
　
五
〇
〇
　
無
新
 

当
　
伊
藤
　
　
勝
　
四
九
〇
　
無
現
 

当
　
新
田
　
　
稔
　
四
〇
九
　
無
現
 

当
　
長
谷
川
徳
喜
　
四
〇
六
　
無
現
 

当
　
佐
藤
　
新
一
　
三
八
一
　
無
現
 

当
　
五
十
嵐
忠
比
古
　
三
七
九
　
無
現
 

当
　
清
野
　
興
一
　
三
六
七
　
共
現
 

当
　
長
谷
沼
清
吉
　
三
六
三
　
無
現
 

当
　
清
野
　
佐
一
　
三
六
〇
　
無
現
 

当
　
長
谷
川
　
覚
　
三
六
〇
　
無
現
 

当
　
武
藤
　
道
廣
　
三
五
九
　
無
現
 

当
　
大
沼
　
洋
平
　
三
二
六
　
無
現
 

当
　
佐
野
　
悦
朗
　
三
一
一
　
無
現
 

当
　
渡
部
　
　
昌
　
二
九
九
　
無
現
 

当
　
鈴
木
　
満
子
　
二
八
一
　
共
新
 

当
　
青
木
　
照
夫
　
二
六
五
　
無
新
 

当
　
清
野
　
邦
夫
　
二
六
一
　
無
現
 

当
　
須
藤
　
又
市
　
二
六
〇
　
無
現
 

　
　
新
澤
　
光
男
　
二
二
五
　
無
新
 

　
　
板
垣
富
士
雄
　
　
十
六
　
無
元
 

  町
交
通
教
育
専
門
員
紹
介
 

　
六
月
三
日
、
交
通
教
育
専
門
員
委

嘱
状
交
付
式
が
町
役
場
で
行
わ
れ
、

長
谷
川
才
吉
さ
ん
（
再
任
）
に
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平

成
十
八
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
三

年
間
で
す
。
 

          町
農
業
委
員
会
委
員
紹
介
 

　
会
津
農
業
共
済
組
合
理
事
の
任
期

満
了
に
よ
る
改
選
に
伴
い
、
六
月
一

日
付
け
で
橋
谷
田
文
男
さ
ん
が
新
た

な
農
業
委
員
会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
平
成
十
七
年
七
月
十

九
日
ま
で
で
す
。
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フィリップ・ニベル氏（52） 

                 町
政
主
要
事
項
報
告
か
ら
 

 健
康
寿
命
延
伸
事
業
 

 
「
健
康
寿
命
」
を
提
唱
さ
れ
て
い

る
東
北
大
学
大
学
院
の
辻
一
郎
先
生

に
指
導
を
い
た
だ
き
、
ト
ー
タ
ル
ケ

ア
体
制
の
更
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、
 

次
の
事
項
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
 

　
①
町
民
の
生
活
習
慣
、
健
康
意
識

　
　
調
査
の
実
施
 

　
②
家
庭
血
圧
測
定
器
を
用
い
た
血
 

　
　
圧
の
管
理
 

　
③
検
診
時
に
お
け
る
運
動
機
能
検
 

　
　
査
 

　
④
運
動
機
能
低
下
者
に
対
す
る
集
 

　
　
団
運
動
訓
練
の
実
施
 

　
⑤
在
宅
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
有
 

                　
　
用
性
の
検
証
 

　
ま
た
、
平
成
五
年
四
月
に
「
健
康

の
町
宣
言
」
を
し
て
か
ら
、
町
民
の

健
康
が
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の

か
を
評
価
・
検
証
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
「
百
歳
へ
の
挑

戦
パ
ー
ト
Ⅲ
町
民
大
会
」
を
本
年
十

月
十
九
日
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
 

 商
業
団
地
分
譲
 

 
分
譲
開
始
の
周
知
と
合
わ
せ
、
四
 

月
二
十
五
日
に
分
譲
説
明
会
を
開
催
 

し
、
五
月
十
六
日
に
申
し
込
み
の
一
 

時
締
め
切
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
二
件

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
現
在
そ
の
内

容
等
に
つ
い
て
、
分
譲
要
件
等
に
合

致
し
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
本
年
度
の
商
業
団
地
整
備
 

に
つ
い
て
は
、
団
地
内
の
内
核
的
な

役
割
を
担
う
複
合
施
設
の
整
備
と
、

そ
の
両
側
に
隣
接
す
る
九
区
画
に
ア

ー
ケ
ー
ド
の
設
置
を
行
う
予
定
に
し

て
い
ま
す
。
 

 小
学
校
複
式
学
級
解
消
 

 
本
年
度
は
、
新
郷
小
学
校
の
全
学

年
、
ま
た
奥
川
小
学
校
の
三
・
四
学

年
で
複
式
学
級
の
編
成
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
複
式
学
級
は
先
生
の
指
導

も
難
し
く
、
子
供
た
ち
の
学
習
効
果

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
年
四
月
か
ら
町
単
独
で
常
勤
講
師

三
人
を
採
用
し
、
複
式
学
級
の
解
消

に
努
め
て
い
ま
す
。
 

野
尻
地
区
の
農
集
排
調
査
業
務
が
 

採
択
 

　
上
野
尻
・
下
野
尻
地
区
の
下
水
処

理
に
つ
い
て
は
、
農
業
集
落
排
水
処

理
事
業
に
よ
り
整
備
を
進
め
る
方
針

で
、
平
成
十
六
年
度
に
調
査
業
務
、

十
七
年
度
に
採
択
協
議
を
行
い
、
十

八
年
度
か
ら
本
格
的
に
事
業
を
開
始

す
る
予
定
で
し
た
が
、
受
益
集
落
で

あ
る
上
野
尻
・
下
野
尻
両
自
治
区
か

ら
の
早
期
事
業
着
工
の
要
望
が
強
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
事
業
の

前
倒
し
採
択
を
要
望
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
四
月
九
日
に
調
査
業
務
の
採
択

内
示
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
集
落
排
水
処
 

　
　
　
　
理
事
業
の
採
択
も
一
年
早
 

　
　
　
　
ま
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
 

　
　
　
　
十
七
年
度
か
ら
事
業
が
実
 

　
　
　
　
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
 

　
　
　
　
し
た
。
 

 　
　
　
　
英
語
指
導
助
手
の
採
用
 

　
　
　
　
　
本
町
で
は
、
現
在
、
英
 

　
　
　
　
語
指
導
助
手
二
人
と
国
際
 

　
　
　
　
交
流
員
一
人
の
計
三
人
を
 

　
　
　
　
採
用
し
、
児
童
生
徒
の
国
 

　
　
　
　
際
理
解
と
語
学
教
育
に
力
 

　
　
　
　
を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
 

　
　
　
　
す
。
 

　
　
　
　
　
今
回
、
英
語
指
導
助
手
 

　
　
　
　
で
あ
る
デ
ビ
ッ
ト
・
パ
イ
 

　
　
　
　
ク
氏
の
契
約
期
間
が
五
月
 

　
　
　
　
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
 

　
　
　
　
後
任
に
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ニ
 

ベ
ル
氏
を
新
た
に
採
用
し
ま
し
た
。
 

           可
決
さ
れ
た
議
案
 

 ◆
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

　
例
の
専
決
処
分
の
承
認
 

◆
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
 

　
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
 

　
承
認
 

◆
平
成
十
四
年
度
補
正
予
算
の
調
製
 

　
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
の
承
認（
一
 

　
般
会
計
、
老
人
保
健
特
別
会
計
）
 

◆
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
 

◆
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
 

◆
町
税
条
例
の
一
部
改
正
 

◆
平
成
十
五
年
度
補
正
予
算
の
調
製
 

　
（
一
般
会
計
、
商
業
団
地
造
成
事
 

　
業
特
別
会
計
、
老
人
保
健
特
別
会
 

　
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）
 

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
 

　
（
薄
上
幸
一
氏
〔
再
任
〕
・
伊
藤

　
孝
男
氏
〔
再
任
〕）
 

14
議
案
す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
 

6
月
町
議
会
定
例
会
報
告
 

 
六
月
定
例
会
が
六
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
三
日
間
を
会
期
に
 

開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
今
議
会
で
は
、
高
速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
整
備
費
や
商
業
団
地
ア
ー
ケ
ー
 

ド
整
備
費
、
健
康
寿
命
延
伸
事
業
に
係
る
委
託
料
な
ど
一
億
二
千
四
百
 

三
十
万
四
千
円
を
増
額
す
る
平
成
十
五
年
度
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
十
 

四
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
町
長
か
ら
の
主
要
事
項
報
告
と
可
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
 

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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西会津中学校施設整備で 
『文部科学大臣奨励賞』を受賞 
　開校２年目を迎えた西会津中学校が、 
平成15年度公立学校優良施設の中では最 
高の『文部科学大臣奨励賞』を受賞しま 
した。 
　これは、施設の計画・設計に加え、地 
域特性を活かし、学校教育環境の質の向 
上が図られた最も優れた施設に対し、文 
部科学大臣より表彰されるものです。 
　町の教育理念でもある教育環境の整備 
を進めた結果、教科教室型による学びの 
空間、校内のＬＡＮを駆使した情報化、 
太陽光発電システムに代表される環境保 
全機能など最新の施設だけでなく、広く 
地域との連携が図られる学校であり、21 
世紀を担う人材の育成に適した学校であ 
るとの高評価を得ました。 

  

  

　
来
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

町
で
は
、本
年
度
、高
速
バ
ス
ス
ト
ッ

プ
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

　
高
速
バ
ス
は
磐
越
自
動
車
道
の
開

通
以
来
、
高
速
交
通
の
利
点
を
生
か

し
た
交
通
機
関
と
し
て「
安
く
」「
早

く
」
会
津
若
松
方
面
や
新
潟
方
面
へ

行
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
町
民
か

ら
の
要
望
が
強
く
、
町
と
し
て
も
早

期
の
設
置
に
つ
い
て
日
本
道
路
公
団

な
ど
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
磐
越
自
動
車
道
用
地
内

に
は
設
置
場
所
が
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
町
内
で
の
設
置
は
難
し
く
長
年
 

の
夢
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う

や
く
本
年
度
に
入
り
、
関
係
機
関
と

の
協
議
も
整
っ
た
こ
と
か
ら
、
六
月

議
会
定
例
会
の
一
般
会
計
補
正
予
算

に
盛
り
込
み
整
備
を
進
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
会
津
若
松
へ
の
足
と
し
て
は
、
現

在
、
Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
が
あ
り
ま
す
が
、
 

野
沢
駅
で
は
跨
線
橋
が
あ
る
た
め
、

足
腰
が
弱
い
高
齢
者
等
に
と
っ
て
、

通
院
や
買
い
物
へ
出
か
け
る
こ
と
は

と
て
も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
高

速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
が
で
き
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
よ
う
な
苦
労
も
な
く
行

く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
 

会
津
若
松
へ
は
駅
前
だ
け
で
な
く
市

内
の
県
合
同
庁
舎
前
ま
で
運
行
さ
れ

ま
す
の
で
、
県
立
会
津
総
合
病
院
や

竹
田
綜
合
病
院
に
も
近
く
、
通
院
が

便
利
に
な
り
ま
す
。
 

　
高
速
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
の
設
置
場
所

は
、
磐
越
自
動
車
道
西
会
津
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
を
降
り
て
、
国
道
　
号

と
交
差
す
る
手
前
に
あ
る
除
雪
待
避

所
の
西
側
で
す
。
面
積
は
1
、
9
7
 

8
㎡
で
あ
り
、
整
備
す
る
内
容
は
、

バ
ス
停
、
待
合
所
、
駐
車
場
な
ど
で
、
 

町
民
バ
ス
か
ら
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
 

歩
行
者
・
自
転
車
・
自
家
用
車
か
ら

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

　
会
津
乗
合
自
動
車
の
会
津
若
松
・

野
沢
線
は
、
平
成
十
四
年
三
月
を
も

っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
速

バ
ス
は
こ
れ
に
代
わ
る
役
割
も
果
た

す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
高
速
バ
ス
は

現
在
、会
津
若
松
・
新
潟
間
の
往
復
四

便
、計
八
便
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
運
賃
に
つ
い
て
は
今
後
バ

ス
事
業
者
が
決
定
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
よ
り
安
く
、
会

津
若
松
へ
は
六
百
円
前
後
、
新
潟
へ

は
千
三
百
円
前
後
と
な
る
よ
う
で
す
。
 

ま
た
、
時
間
も
Ｊ
Ｒ
よ
り
短
縮
と
な

り
、
会
津
若
松
駅
へ
は
約
　
分
、
新

潟
駅
に
も
約
　
分
で
行
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
便
利
な
足
と
し

て
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

49

30

75

来年度から供用開始に 
ー会津若松への通院、新潟への買い物なども便利にー 

料金所 

国道49号 

喜多方西会津線 

整備予定地 
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住基ネットが 
　　さらに便利に 

  

  

 住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
 

  
 
 
 
 
住
ん
で
い
る
市
町
村
で
 

 
 
 
 
し
か
交
付
が
受
け
ら
れ
ま

　
　
　
　
せ
ん
で
し
た
。
 

     
 
 
 
全
国
の
市
区
町
村
で
（
一
 

　
　
　
　
部
を
除
く
）
本
人
並
び
に

　
　
　
　
本
人
と
同
じ
世
帯
に
限
り
 

　
　
　
　
住
民
票
の
写
し
が
取
れ
る
 

　
　
　
　
よ
う
に
な
り
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
※
た
だ
し
、
住
民
基
本
台
帳
 

 
 
 
 
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
 

 
 
 
　
ど
身
分
を
証
明
す
る
も
の
 

 
 
 
 
の
提
示
が
必
要
で
す
。
 

             転
入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
①
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
 

 
 
 
 
 
に
転
出
届
を
行
う
。
 

 
 
 
 
②
転
出
証
明
書
の
交
付
を
 

 
 
 
 
 
受
け
る
。
 

 
 
 
 
③
引
越
先
の
市
区
町
村
に
 

 
 
 
 
 
転
入
届
を
行
う
。
 

     
 
 
 
①
郵
送
で
住
ん
で
い
る
市
 

　
　
　
　
　
区
町
村
へ
転
出
届
を
行
 

　
　
　
　
　
う
。
 

 
 
 
 
②
引
越
先
の
市
区
町
村
で
 

 
 
 
 
 
転
入
届
を
行
う
だ
け
で
 

 
 
 
 
 
手
続
き
終
了
。
 
 
 
 
 

 
 
 
 
※
た
だ
し
、
住
民
基
本
台
 

 
 
 
 
 
帳
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
 

 
 
 
 
 
り
ま
す
。
 

  新
登
場
 

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
 

 住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
っ
て
何
？
 

 
　
桁
の
住
民
票
コ
ー
ド
が
Ｉ
Ｃ
チ

ッ
プ
に
記
録
さ
れ
た
カ
ー
ド
で
す
。
 

 
希
望
さ
れ
る
方
に
有
料
で
交
付
し

ま
す
。
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町

民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
 

 メ
リ
ッ
ト
は
 

 
①
転
入
転
出
手
続
き
の
簡
素
化
 

 
②
身
分
証
明
書
と
し
て
の
活
用
 

 
 
（
Ｂ
タ
イ
プ
の
み
）
 

 
な
ど
 

 セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
大
丈
夫
？
 

 
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
採
用
な
ど
高
度
の
 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
備
え
た
カ
ー
ド
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

 ど
う
し
た
ら
持
て
る
の
？
 

 
町
民
生
活
課
戸
籍
の
窓
口
で
申
請

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
カ
ー
ド
の

交
付
は
申
請
か
ら
二
週
間
程
度
か
か

り
ま
す
。）
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
│
２
２
１
５
 

 

住基ネットの新サービス 

今まで これから 

今まで これから 

45

　平成14年８月５日からサービスが開 
始された住民基本台帳ネットワーク。 
　平成15年8月25日からは新たなサー 

ビスが開始になります。 
　今回は、新たに始まるサービスの内 
容及び利用方法についてお知らせしま 
す。 

住基ネットが 
　　さらに便利に 

　　　　　　住民基本台帳カード 
　写真なしのＡタイプ（上）と写真付のＢタ 
イプ（下）が選べます。 

11
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国際交流員 
チャド・ウエスト 

       
 
 
 
　
こ
ん
に
ち
は
！
暑
い
日
が
毎
日
続
 

 
 
 
 
き
、
エ
ア
コ
ン
が
必
要
な
ほ
ど
暑
く
 

　
　
　
　
な
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
毎
 

日
自
転
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
学
 

校
の
人
た
ち
は
私
が
車
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
 

知
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。運
動
に
な
る
し
、
 

車
で
行
く
よ
り
環
境
に
優
し
い
し
、
お
金
の
節
 

約
に
も
な
る
か
ら
、
自
転
車
で
ど
こ
へ
で
も
行
 

き
ま
す
。
 

 
私
は
車
を
日
常
生
活
で
あ
ま
り
使
わ
ず
、
車
 

の
修
理
や
維
持
に
つ
い
て
何
も
分
か
り
ま
せ
ん
 

が
（
一
回
オ
イ
ル
を
確
認
し
な
か
っ
た
の
で
、
 

車
の
エ
ン
ジ
ン
が
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
）
、
 

私
の
家
族
は
車
と
の
繋
が
り
が
と
て
も
深
い
で
 

す
。
 

 
私
の
い
と
こ
、
お
じ
さ
ん
、
両
親
は
私
よ
り
 

も
っ
と
車
に
つ
い
て
詳
し
い
人
で
す
。
 

 
ま
ず
、
私
の
お
じ
さ
ん
達
は
　
年
代
に
車
遊
 

び
を
よ
く
し
ま
し
た
。
イ
ン
デ
ィ
、
Ｆ
１
、
ド
 

ラ
ッ
グ
レ
ー
ス
な
ど
が
大
好
き
だ
っ
た
の
で
、
 

車
を
速
く
走
ら
せ
る
た
め
に
馬
力
が
少
な
い
エ
 

ン
ジ
ン
を
馬
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
エ
ン
ジ
ン
に
 

取
り
替
え
た
り
、
ヘ
ッ
ダ
ー
や
レ
ー
ス
ホ
イ
ー
 

ル
を
付
け
加
え
た
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
持
 

っ
て
い
る
車
に
飽
き
た
ら
そ
れ
を
売
っ
て
、
新
 

し
い
車
を
買
う
と
い
う
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
 

し
ま
し
た
。
 

 
そ
ん
な
お
じ
さ
ん
達
の
姿
を
見
て
幼
い
時
か
 

ら
車
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
い
と
こ
も
 

 

調理の基本は計量から 

70

　本年７月のボランティア活動サポートセ 
ンターの設立を目指し、６月９日、老人憩 
の家において設立準備委員会が開かれまし 
た。 
　委員会では、各種団体の代表等が、 
町独自のボランティア制度の整備にあ 
たり、活発に意見を出し合いました。 

　５月20日に食生活改善推進員を養成する「健康づ 
くりのための食生活教室」、６月４日に健康運動推 
進員育成のための「いきいき健康づくり教室」が、 
それぞれ町公民館で開講しました。 
　年々健康についての関心が高まっていることもあ 
り、参加者たちは健康についての基礎知識を真剣に 
学んでいました。 

ま
ず
は
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
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い
ま
す
。
 

 
私
の
い
と
こ
の
ジ
ョ
デ
ィ
は
、
私
と
同
級
生
 

で
、
誕
生
日
が
　
日
間
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

彼
は
幼
い
時
か
ら
車
の
モ
デ
ル
が
好
き
で
し
た
。
 

説
明
書
を
見
な
く
て
も
モ
デ
ル
が
作
れ
た
ほ
ど
 

車
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
の
お
父
さ
 

ん
が
車
遊
び
を
す
る
時
、
彼
は
い
つ
も
一
緒
で
 

し
た
。
 

 
彼
は
、
運
転
免
許
を
取
る
前
に
、
安
い
車
を
 

買
っ
て
、
修
理
や
塗
装
を
し
、
そ
の
車
を
売
っ
 

て
お
金
を
稼
ぎ
ま
し
た
。
今
、
自
分
で
塗
装
屋
 

を
し
て
い
ま
す
。
高
級
塗
装
の
専
門
家
で
、
自
 

分
が
塗
装
し
た
車
の
写
真
が
雑
誌
に
載
る
ほ
ど
 

で
す
。
 

 
私
の
父
も
特
別
な
塗
装
者
で
し
た
。
 

 
父
は
カ
ナ
ダ
中
の
塗
装
者
で
も
ト
ッ
プ
３
に
 

入
る
腕
前
で
し
た
。
天
才
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
 

「
ペ
ン
キ
の
材
料
が
悪
く
て
、
毎
日
ペ
ン
キ
を
 

嗅
ぐ
の
は
健
康
に
よ
く
な
い
の
で
辞
め
る
。
」
 

と
父
が
言
っ
て
い
ま
し
た
（
た
ば
こ
と
ア
ル
コ
 

ー
ル
も
健
康
に
よ
く
な
い
け
ど
、
そ
れ
ら
を
辞
 

め
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
は
別
な
話
だ
け
ど
ね
。）。
 

 
母
も
自
動
車
会
社
に
勤
め
て
い
て
、
経
理
を
 

担
当
し
て
い
ま
す
。
今
は
日
産
自
動
車
の
カ
ナ
 

ダ
店
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
若
い
時
は
、
ド
 

ラ
ッ
グ
レ
ー
ス
の
運
転
手
で
し
た
。
父
よ
り
も
 

速
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
こ
ん
な
に
車
に
詳
し
い
人
が
何
人
も
い
る
の
 

に
、
何
で
私
は
車
音
痴
に
な
っ
た
の
か
な
。
そ
 

れ
は
謎
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 
み
な
さ
ん
の
Ｅ
メ
ー
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い
 

ま
す
。
（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スcw

est91@
m
uc.bi 

globe.ne.jp

） 

12

　
人
命
救
助
に
お
い
て
最
も
大
切
で
 

あ
り
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
す
 

ぐ
に
実
行
で
き
る
初
期
救
助
に
つ
い
 

て
の
講
習
会
が
、
6
月
　
日
、
西
会
 

津
消
防
署
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
の
講
習
で
 

は
、
人
形
を
使
っ
て
の
実
習
が
行
わ
 

れ
、
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
 

を
行
う
時
の
一
連
の
流
れ
を
学
び
ま
 

し
た
。
 

　
ど
の
参
加
者
も
、
命
に
関
わ
る
こ
 

と
と
あ
り
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
 

ま
し
た
。
 

　
５
月
　
日
、
米
ど
こ
ろ
会
津
 

の
季
節
を
彩
る
「
さ
つ
き
」
も
 

終
わ
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
シ
ー
 

ズ
ン
の
開
幕
を
告
げ
る
レ
デ
ィ
 

ー
ス
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
 

さ
ゆ
り
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
で
 

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
 

各
地
区
の
女
性
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ラ
 

ー
は
、
チ
ー
ム
ご
と
の
戦
略
に
 

合
わ
せ
た
試
合
を
展
開
し
、
一
 

進
一
退
の
攻
防
が
続
く
熱
い
戦
 

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
優
　
勝
　
萱
本
Ａ
チ
ー
ム
 

　
準
優
勝
　
宝
川
Ｂ
チ
ー
ム
 

　
第
3
位
　
安
　
座
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
尾
　
登
チ
ー
ム
 

　
６
月
１
日
か
ら
　
日
ま
 

で
の
長
期
に
わ
た
り
開
催
 

さ
れ
る
大
山
ま
つ
り
。
 

　
野
沢
の
山
ノ
神
さ
ま
は
、
 

「
な
じ
ょ
な
願
い
も
き
き
 

な
さ
る
」
と
の
こ
と
か
ら
 

会
津
だ
け
で
な
く
、
県
外
 

か
ら
も
信
仰
を
集
め
、
大
 

勢
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
し
 

た
。
 

　
本
殿
ま
で
訪
れ
た
常
連
 

の
参
拝
客
は
、「
今
年
も
来
 

ま
し
た
よ
」と
山
ノ
神
さ
ま
 

に
話
し
掛
け
、
新
た
な
願
 

い
ご
と
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

22

30

30



8

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

ふー  ひと休み（安座集落手前） 脚が脚が……（大久保集落） 

まだまだ、元気ですpart２ まだまだ、元気ですpart１ 

花と戯れる……（おとめゆり群生地） 

　 

  

   　
６
月
　
日
（
日
）
に
、
さ
ゆ
り
公
園
を
メ
イ
 

ン
会
場
と
し
て
県
民
ス
ポ
ー
ツ
西
会
津
大
会
が
 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
和
や
か
な
中
に
も
真

剣
な
眼
差
し
で
競
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

◎
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

　
優
　
勝
　
群
岡
チ
ー
ム
 

　
準
優
勝
　
野
沢
チ
ー
ム
 

 ◎
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

　
優
　
勝
　
野
沢
チ
ー
ム
 

　
準
優
勝
　
新
郷
チ
ー
ム
 

　
第
3
位
　
群
岡
チ
ー
ム
 

 ◎
卓
球
 

 
優
　
勝
　
尾
野
本
チ
ー
ム
 

　
準
優
勝
　
奥
川
チ
ー
ム
 

             

  

                　
６
月
８
日
（
日
）
、
澄
み
渡
る
青
空
の
下
、

４
歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
　
人
の
参
加
者
に
よ
り
 

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
 

は
満
開
と
な
っ
た
お
と
め
ゆ
り
や
カ
モ
シ
カ
の

歓
迎
を
受
け
な
が
ら
、
約
　
㎞
の
行
程
を
充
分

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

81

93
14

22
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　教　室　名 

卓　　　　　球 

グランドゴルフ 

ス イ ミ ン グ 

ペ　タ　ン　ク 

ストレッチ体操 

レ ク ダ ン ス 

カローリング 

ウォーキング 

日にち 

8・22 

9・23 

5・12・19 

2 

14 

18 

16 

13

曜日 

火 

水 

土 

水 

月 

金 

水 

日 

時　　　間 

19：00～20：30 

13：30～15：30 

19：30～20：30 

13：30～15：00 

19：00～20：00 

13：30～15：00 

10：00～12：00 

10：00～12：00

　　会　　　場 

さゆり公園体育館 

さゆり公園多目的広場 

さゆり公園室内プール 

さゆり公園ふれあい広場 

 

 
西 会津町公民館 

   
町
で
は
、
８
月
　
日（
金
）に
西
会
津
中
学
校
 

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
成
人
式
を
開
催
し
ま
 

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 ①
対
　

象
　

者
　
昭
和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
 

 
 
 
 
 
 
 
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
 

　
　
　
　
　
　
た
方
で
、
西
会
津
町
の
住
民
又
 

　
　
　
　
　
　
は
西
会
津
町
の
出
身
者
。
 

②
申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
を
町
公
民
館
、
 

 
 
 
 
 
 
新
郷
分
館
、
奥
川
分
館
の
い
ず
 

 
 
 
 
 
 
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

③
締
め
切
り
　
７
月
　
日（
金
）
 

※
 
申
し
込
み
締
め
切
り
後
の
受
付
に
つ
い
て
 

　
は
、
成
人
式
名
簿
に
氏
名
等
が
記
載
さ
れ
ま
 

　
せ
ん
の
で
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
 

　
た
、
対
象
者
が
町
外
に
在
住
し
て
い
る
場
合
 

　
に
は
、
本
人
の
意
思
を
確
認
の
う
え
、
ご
家
 

　
族
の
方
が
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

  

  

  　
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
年
間
を
通
 

し
て
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
楽
し
 

め
る
種
目
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
 

登
録
し
て
、
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
 

　
な
お
、
７
月
の
教
室
開
催
に
つ
い
て
は
、
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

                        【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

町
公
民
館
体
育
振
興
係
 
　
 
│
３
２
４
４
 

昨年の成人式から 

野
沢
郷
の
狐
伝
承
 

　
綱
沢
村
勘
七
に
退
治
さ
れ
た
上
谷
山
お
つ
な
 

の
父
こ
ん
こ
ん
丸
の
前
世
は
人
間
で
、
し
か
も
 

山
賊
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
山
賊
 

に
殺
さ
れ
た
聖
の
僧
は
何
と
勘
七
の
前
世
だ
っ
 

た
と
い
う
か
ら
、
お
つ
な
は
び
っ
く
り
し
た
。
 

　
そ
れ
を
教
え
た
鶴
ヶ
城
稲
荷
は
「
因
果
は
巡
 

る
小
車
の
た
と
え
、
だ
か
ら
お
前
は
勘
七
を
討
 

っ
て
は
な
ら
ぬ
の
じ
ゃ
。
そ
の
代
わ
り
に
一
策
 

を
授
け
よ
う
ぞ
」
と
告
げ
た
。
夢
の
中
で
、
そ
 

れ
を
聞
い
た
お
つ
な
は
「
シ
テ
、
 

そ
の
一
策
と
は
？
」
と
訊
ね
る
。
 

　
「
ウ
ム
勘
七
を
坊
主
に
致
し
て
 

や
る
こ
と
じ
ゃ
」
 

　
「
で
、
で
も
お
稲
荷
様
、
あ
の
 

勘
七
は
並
み
大
抵
の
男
で
は
ご
ざ
 

い
ま
せ
ん
。
と
て
も
そ
の
よ
う
な
 

事
を
私
一
人
で
は
…
…
」
 

　
「
い
や
案
ず
る
な
、
こ
こ
に
一
 

巻
の
仏
法
の
書
を
置
い
て
お
く
。
 

こ
れ
を
繰
り
返
し
繰
り
返
し
熟
読
 

い
た
せ
ば
、
お
前
は
必
ず
名
僧
知
 

識
の
術
を
会
得
い
た
す
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
 

来
る
臘
月
（
旧
暦
十
二
月
）
末
の
夕
暮
れ
方
に
 

勘
七
は
上
谷
山
を
通
る
は
ず
じ
ゃ
。
そ
の
と
き
 

お
前
は
東
頭
上
人
と
化
け
、
供
人
を
召
し
連
れ
 

て
参
れ
ば
勘
七
と
必
ず
行
き
逢
う
」
 

　
「
ハ
、
ハ
イ
」
 

　
お
つ
な
は
夢
う
つ
つ
に
応
え
る
。
「
東
頭
上
 

人
」
は
「
到
頭
思
い
を
果
た
す
」
と
い
う
意
味
 

で
作
者
が
付
け
た
洒
落
か
も
知
れ
な
い
。
 

　
「
さ
れ
ば
お
つ
な
、
そ
こ
で
勘
七
は
お
前
に
 

仏
法
の
事
に
つ
い
て
尋
ね
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
 

し
た
ら
お
前
は
、
こ
の
書
の
術
を
も
っ
て
仏
法
 

を
説
き
聞
か
せ
よ
」
 

　
「
ハ
、
ハ
イ
」
 

　
「
さ
す
れ
ば
勘
七
は
、
そ
の
有
難
さ
に
感
銘
 

し
て
必
ず
お
前
の
弟
子
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
 

　
「
ハ
、
ハ
イ
」
 

　
「
そ
う
し
た
ら
お
前
は
受
戒
を
授
け
、
そ
の
 

　
　
　
　
　
場
で
勘
七
の
髪
を
剃
り
落
と
し
て
 

　
　
　
　
　
坊
主
に
し
て
し
ま
う
の
じ
ゃ
、
よ
 

　
　
　
　
　
い
な
、
分
か
っ
た
な
、
お
つ
な
」
 

　
　
　
　
　
　
鶴
ヶ
城
稲
荷
は
、
そ
う
告
げ
る
 

　
　
　
　
　
と
金
色
の
御
光
を
放
っ
て
姿
を
消
 

　
　
　
　
　
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
ハ
ッ
と
目
覚
め
た
お
つ
な
、
枕
 

　
　
　
　
　
元
を
見
る
と
ま
さ
し
く
一
巻
の
仏
 

　
　
　
　
　
法
の
書
が
置
い
て
あ
る
。
「
あ
ら
 

　
　
　
　
　
嬉
し
や
有
難
や
」
と
お
つ
な
は
涙
 

　
　
　
　
　
を
流
し
、
御
光
の
去
っ
た
跡
を
伏
 

　
　
　
　
　
し
拝
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
 

　
舞
台
は
変
わ
っ
て
、
こ
ち
ら
は
綱
沢
村
の
勘
 

七
。
こ
の
年
の
十
二
月
、
泥
浮
山
村
の
親
類
の
 

婚
礼
に
呼
ば
れ
て
大
杯
を
あ
お
り
、
「
そ
ん
な
 

に
酔
っ
て
は
夜
道
が
危
な
い
　
泊
ま
っ
て
い
き
 

や
れ
」
と
勧
め
ら
れ
る
の
を
「
ナ
ー
ニ
酒
は
飲
 

ん
で
も
飲
ま
い
で
も
」
と
ば
か
り
に
大
機
嫌
で
 

婚
家
を
辞
し
、
上
谷
山
に
差
し
掛
か
っ
た
。
す
 

る
と
、
向
こ
う
か
ら
菊
に
桐
の
朱
紋
も
美
々
し
 

き
堤
灯
の
一
行
が
や
っ
て
来
た
。
（
つ
づ
く
）
 

お
ぐ
る
ま
 

え
と
く
 

き
た
 

ろ
う
げ
つ
 と

う
と
う
 

し
ゃ
れ
 

そ
 

こ
ん
じ
き
 

ち
ょ
う
ち
ん
 

い
ん
が
 

ひ
じ
り
 

絵
・
会
津
徳
寿
 

15
58

18

59

45
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①浮力によって 
　筋肉・関節へ 
　の負担が軽く 
　なる。 
 
③血液の循環が盛んになり、 
　新陳代謝が活性化される。 

水中運動の効果 

②水の抵抗を利用 
　し無理なく安全 
　に筋肉を強化で 
　きる。 
 
④心肺機能が向上する。 
 

  

           
 
　
　
町
で
は
毎
週
火
曜
日
、
高
齢
者
水
泳
 

　
　
　
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
教
 

　
　
　
室
に
ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
て
い
る
山
形
 

　
　
　
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
 

 Ｑ
　
い
つ
か
ら
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
？
 

Ａ
　
　
平
成
６
年
か
ら
で
す
。
西
会
津
に
引
越
 

 
 
 
し
て
き
て
か
ら
、
水
泳
教
室
を
や
っ
て

　
　
　
い
る
と
知
っ
て
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
。
 

　
　
 
泳
げ
な
い
妻
一
人
で
は
心
配
だ
っ
た
の
 

 
 
 
で
一
緒
に
始
め
ま
し
た
。
 

Ｑ
　
プ
ー
ル
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
、
良
か
っ
 

 
 
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？
 

Ａ
　
　
二
人
と
も
風
邪
を
ひ
き
ま
せ
ん
。
 

　
 
 
私
は
お
な
か
も
へ
っ
こ
み
ま
し
た
。
 

Ｑ
　
教
室
は
休
ま
ず
に
行
か
れ
て
い
る
そ
う
で
 

 
 
す
が
続
け
る
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か
？
 

Ａ
　
プ
ー
ル
に
行
け
ば
友
達
に
会
え
る
の
で
、
 

 
 
そ
れ
が
楽
し
み
と
な
っ
て
行
く
よ
う
に
な

　
　
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 と
、
に
こ
や
か
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た
。
み
な
さ
ん
も
近
く
に
あ
る
さ
ゆ
り
公
園
の
 

プ
ー
ル
を
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
 

か
。
 

 水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

　
水
中
運
動
の
中
で
も
、
誰
も
が
簡
単
に
取
り
 

組
め
る
も
の
、
そ
れ
が
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
 

す
。
 

 
太
っ
て
い
る
方
や
股
関
節
・
膝
関
節
に
障
害
 

が
あ
る
方
で
も
無
理
な
く
行
な
え
ま
す
。
 

ポ
イ
ン
ト
 

 
★
腕
を
大
き
く
振
る
 

 
★
ス
ピ
ー
ド
は
中
高
年
の
女
性
で
　
ｍ
 

 
 
プ
ー
ル
を
　
〜
　
秒
程
度
。
男
性
は
も
う
 

 
 
少
し
速
く
。
 

　
★
慣
れ
た
ら
徐
々
に
速
く
し
て
い
く
。
 

          実
施
す
る
際
の
注
意
点
 

①
持
病
の
あ
る
方
は
主
治
医
と
相
談
 

　
　
心
臓
病
が
あ
る
方
な
ど
は
特
に
必
要
。
 

 ②
準
備
体
操
を
し
っ
か
り
と
 

　
　
体
を
水
に
慣
ら
す
こ
と
が
大
切
。
 

 ③
最
後
に
整
理
体
操
を
 

　
　
疲
れ
を
残
さ
な
い
た
め
に
。
 

 ④
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い
 

　
　
発
熱
や
寝
不
足
、
血
圧
が
高
い
時
な
ど
。
 

 泳
げ
な
く
て
も
で
き
る
水
中
運
動
 

　
水
中
運
動
と
い
え
ば
「
水
泳
」
を
思
い
浮
か
 

べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
水
の
中
で
体
を
動
 

か
し
た
り
、
歩
い
た
り
す
る
こ
と
も
水
中
運
動
 

で
す
。
 

　
こ
の
水
中
運
動
の
特
徴
は
、
顔
を
水
面
か
ら
 

出
し
て
自
由
に
呼
吸
が
で
き
、
安
心
し
て
楽
し
 

め
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
室
内
プ
ー
ル
で
あ
 

れ
ば
四
季
を
通
じ
て
行
な
え
ま
す
し
、
水
中
な
 

ら
で
は
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

久
 

久
 

酋
大
 

酋
大
 

酋
大
 

25

45

50

実践している方の声 

山形久治・　子さん 
（9町内2） 

サダ コ 
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みんなの広場 みんなの広場 
長
谷
川
淳
子
 

　
　
〔
松
　
尾
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

 
森
野
過
ぎ
か
ら
見
た
松
尾
集
落
 

　
（
旅
行
や
仕
事
、
ど
こ
か
ら
帰
っ
て
来
 

　
て
も
、松
尾
全
景
が
目
の
前
に
広
が
り
、
 

　
後
の
山
々
と
空
と
一
緒
に「
お
か
え
り
」
 

　
と
迎
え
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
 

　
る
か
ら
）
 

熱中していることは？ 
　不用になった洋服をいろい 
ろな物に変身させること。 
 
最近感動したことは？ 
　社交ダンスを始めて１３年 
目に、夫と２人でプロテスト 
を受験する機会に恵まれ、合 
格できたこと。 
 
あなたのモットーは？ 
　継続は力なり 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　堅いように見えますが、中 
身は結構柔らかく、ちょっと 
ドジ。 
 
これからやってみたいことは？  
　１人でも多くの方に社交ダ 
ンスの楽しさを経験していた 
だけるよう努力したい。 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｋ．Ｎさん（下野尻） 

　
今
月
は
、
上
野
尻
の
土
田
修
一
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
群
岡
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
て
お
り
、
学
校
行
事
に
積
極
的
 

に
参
加
す
る
な
ど
子
供
と
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
 

 
現
在
、
喜
多
方
の
ス
ー
パ
ー
に
勤
め
て
お
り
、
朝
６
時
半
に
出
勤
し
、
 

帰
宅
は
早
く
て
も
夜
の
８
時
半
く
ら
い
に
な
る
そ
う
で
す
。
 

 
「
そ
れ
で
も
、
一
日
一
回
は
子
供
た
ち
と
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
頑
 

張
っ
て
い
ま
す
。
ま
ぁ
、
人
か
ら
見
た
ら
会
話
な
ん
て
い
う
も
の
で
は
 

な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
い
さ
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
ど
…
…
。
 

 
あ
と
、
休
み
が
子
供
と
あ
わ
な
 

い
の
で
、
夏
休
み
な
ど
の
休
み
に
 

一
緒
に
出
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
 

ま
す
。
」
 

 
そ
ん
な
土
田
さ
ん
も
、
転
勤
に
 

は
頭
が
痛
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
勤
 

務
先
が
全
国
展
開
し
て
い
る
の
で
、
 

会
津
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
私
も
以
前
、
単
身
赴
任
し
て
い
 

た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
子
 

供
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、
育
児
は
 

ほ
と
ん
ど
妻
に
任
せ
っ
き
り
に
な
 

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
当
に
妻
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
よ
。
」
 

 
そ
ん
な
土
田
さ
ん
に
元
気
の
素
は
何
で
す
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
 

 
「
や
っ
ぱ
り
家
族
が
一
番
か
な
。
健
康
で
居
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
だ
 

と
は
思
う
け
れ
ど
、
家
族
が
有
っ
て
初
め
て
仕
事
に
も
や
り
が
い
が
持
 

て
る
し
、
自
分
も
家
族
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
や
っ
ぱ
り
家
族
は
何
に
 

も
代
え
難
い
存
在
で
す
か
ら
ね
。
 

 
あ
と
、
最
近
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
で
す
か
ね
。
も
と
も
と
、
野
球
 

を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
は
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
で
 

も
、
子
供
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
い
る
姿
を
見
る
の
が
楽
し
み
な
に
な
 

り
ま
し
た
ね
。
 

 
先
程
、
西
中
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
と
父
兄
に
分
か
れ
て
練
習
試
合
を
 

し
て
来
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
娘
が
中
学
校
に
入
っ
て
か
ら
始
め
た
ソ
 

フ
ト
ボ
ー
ル
。
ま
だ
２
ヵ
月
ぐ
ら
い
し
か
経
っ
て
な
い
け
れ
ど
、
ど
の
 

く
ら
い
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
様
子
を
見
た
か
っ
た
も
の
で
す
か
 

ら
…
…
。
」
と
話
す
土
田
さ
ん
は
、
長
男
の
健
斗
君
が
「
優
し
く
て
大
 

好
き
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
と
お
り
の
ス
テ
キ
な
お
父
さ
ん
で
し
た
。
 

健斗君と一緒に 

　　斎藤　真人さん（6月号から）  
　◆メッセージ◆ 
　　これからもよろしくお願いしま 
　す。面倒見てやってください。 

！！ 
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人
員
 
受
験
資
格
 
受
付
期
間
 

340 200 400

空 海 陸 

一般曹候補学生 

18歳以上 
24歳未満 

８月４日 

９月10日 
〜
 

520 850 1850

空 海 

70 70

空 海 陸 

曹候補士 航空学生 

18歳以上 
27歳未満 

８月４日 

９月10日 
〜
 

高卒（見込 
含）21歳未満 

８月４日 

９月10日 
〜
 

70

陸 

看護学生 

高卒（見込 
含）24歳未満 

９月12日 

10月10日 
〜
 

20 200

女子 男子 

二等陸海空士 

18歳以上 
27歳未満 

８月４日 

９月10日 
〜
 

  

     
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
や
特
別
児
童
扶
養
手
 

当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
受
給
資
格
の
審
 

査
の
た
め
、
現
況
届
や
所
得
状
況
届
を
８
月
に
 

町
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

 
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ
は
町
か
ら
書
類
 

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

 
な
お
、
５
年
間
に
わ
た
り
未
提
出
の
場
合
は
 

受
給
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
手
当
て
に
つ
い
て
の
ご
相

談
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係
 
　
　
│
２
２
１
４
 

    
防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
の
募
集
を
次
に
よ
り
 

行
い
ま
す
。
 

                           【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

自
衛
隊
福
島
県
地
方
連
絡
部
会
津
若
松
出
張
所
 

 
 
 
 
 
 
 
０
２
４
２
│
　
│
６
７
２
４
 

     
平
成
　
年
分
の
所
得
に
関
す
る
申
告
か
ら
農

業
所
得
の
計
算
方
法
が
「
農
業
所
得
簡
易
計
算

方
式
」
へ
変
更
に
な
り
ま
す
。
計
算
方
法
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

 
・
農
業
に
お
け
る
総
収
入
金
額
に
所
得
率
を
 

 
 
掛
け
て
算
出
し
ま
す
。
 

 
 
（
こ
の
計
算
方
法
に
よ
る
赤
字
所
得
は
あ
 

 
 
 
り
ま
せ
ん
）
 

 
な
お
、
田
の
耕
作
面
積
が
２
　
以
上
の
方
や
 

販
売
用
の
野
菜
を
作
付
け
し
て
い
る
方
は
、
必
 

ず
収
支
計
算
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
 

さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
税
務
課
民
税
係
 
 
 
 
　
│
２
２
１
２
 

      
『
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た
の
に
、

検
察
官
が
事
故
の
加
害
者
を
裁
判
に
か
け
て
く

れ
な
い
』
（
不
起
訴
処
分
）
 

 
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
 

良
し
悪
し
を
、
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
 

た
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
検
察
審
査
会
制
度
 

が
あ
り
ま
す
。
 

 
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
　
会
津
若
松
検
察
審
査
会
事
務
局
 

 
 
 
 
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
７
２
５
 

 

26

27

45

15

ha

45
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6 5 4 3 2 1 回 

中
高
生
の
た
め
の
 

Ｃ
Ｇ
入
門
 

市
民
の
た
め
の
 

法
律
学
（
全
３
回
）
 

生
き
が
い
の
創
造
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中
 

に
別
荘
を
建
て
よ
う
 

伝
統
産
業
振
興
の
 

可
能
性
に
つ
い
て
 

日
本
に
お
け
る
音
楽
 

教
育
の
現
状
と
課
題
 

　
月
　
日
 

　
月
　
日
 

9
月
　
日
 

9
月
　
日
 

9
月
6
日
・
 

　
・
　
日
 

　
月
4
日
 

8
月
　
日
 

時
　
　
期
 

内
 

25

10

11 27 20 27 31

131010

  

    
会
津
大
学
短
期
大
学
部
で
は
、
地
域
に
「
開
 

か
れ
た
大
学
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
公
開
講
座
 

を
開
催
し
ま
す
。
 

 
講
座
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
申
込
み
や
資
料
 

代
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
 

は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。
 

                     【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
大
学
短
期
大
学
部
 
学
生
係
 

 
 
 
 
 
 
　
０
２
４
２
│
　
│
２
３
０
１
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
 

　
　h

ttp://w
w
w
.jc.u-aizu.ac.jp

   
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
で
は
、
労
働
相
談
 

所
を
設
置
し
、
健
全
な
労
使
関
係
を
築
く
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
 

 
事
業
主
の
方
や
労
働
者
の
み
な
さ
ん
が
お
悩
 

み
の
労
働
条
件
、
退
職
金
あ
る
い
は
育
児
・
介
 

護
休
業
制
度
の
こ
と
な
ど
、
様
々
な
労
働
問
題
 

に
つ
い
て
専
門
の
労
働
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
 

ま
す
。
 

 
秘
密
厳
守
で
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

 
な
お
、
利
用
に
あ
た
り
事
前
に
予
約
が
必
要
 

で
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
会
津
中
小
企
業
労
働
相
談
所
 

 
 
　
　
　
　
 
０
２
４
２
│
　
│
５
２
９
２
 

    
公
益
信
託
う
つ
く
し
ま
基
金
で
は
、
平
成
 

年
　
月
か
ら
平
成
　
年
３
月
ま
で
に
実
施
す
る

公
益
的
活
動
を
対
象
に
、
助
成
金
の
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

◆
対
象
者
 

 
　
公
益
的
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
及
び
個
人
 

◆
対
象
活
動
 

 
　
県
内
で
、
県
民
に
よ
っ
て
主
体
的
に
行
わ

　
れ
る
公
益
的
活
動
 

◆
応
募
締
切
り
 

 
 
平
成
　
年
７
月
　
日
（
木
）
ま
で
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
基
金
事
務
局
 
東
邦
銀
行
営
業
推
進
部
 

 
 
 
 
 
 
　
 
０
２
４
│
　
│
３
１
３
１
 

　
う
つ
く
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

 
 
 
 
 
 
　
 
０
２
４
│
　
│
８
５
５
２
 

    
発
電
所
や
ダ
ム
か
ら
水
を
流
し
た
と
き
の
水
 

難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
各
所
に
注
意
札
を
立
て
 

て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
水
を
流
す
と
き
に
は
、
注
意
を
呼
び
 

か
け
る
放
送
や
警
報
の
サ
イ
レ
ン
に
よ
っ
て
お
 

知
ら
せ
し
ま
す
。
特
に
、
夏
休
み
に
入
る
と
河
 

原
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
ま
す
の
で
、
こ
の
合
図
 

が
聞
こ
え
た
ら
、
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
へ
移
動
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

東
北
電
力
（
株
）
会
津
技
術
セ
ン
タ
ー
制
御
所
 

 
 
 
　
　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
２
２
２
０
 

阿
賀
野
川
ダ
ム
管
理
所
 

 
 
 
　
　
　
　
０
２
４
１
│
　
│
２
０
０
６
 

     

29

37

525 523

15

10

16

15

31

47 22

　町では、後継者対策事業の一環として「サマー 

パーティーinにしあいづ」を開催します。 

　大自然に囲まれたさゆりオートパークを舞台に 

ステキな出会いを見つけてみませんか。お気軽に 

ご参加ください。 

 

　■開　催　日　８月23日（土）～24日（日） 

　■開催内容　レクリエーション 

　　　　　　　バーベキューパーティー 

　　　　　　　　　　　　　　　　　など 

　■宿泊場所　さゆりオートパーク　コテージ 

　■参加資格　20歳以上の独身男女 

　■参　加　費　男性5,000円　女性3,000円 

　■定　　員　男性15人　　女性15人 

　【問い合わせ先】 

　　地域振興課　　４５─２２１３ 
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大　沼　　　榮（72）榮　子　　夫　　５町内 
秦　　　　　功（85）貞　男　　父　　萱　本 
新　田　正　光（34）和　子　　夫　　西林東 
目　黒　キクノ（89）輝　夫　 祖母　 牛　尾 
齋　藤　　　勇（82）ミサ子　　夫　　上野尻 
小　原　定　治（67）利　道　　父　　宝　川 
佐　藤　常　治（74）ミ　シ　　夫　　宝　川 
長谷沼　ハルヨ（89）清　吉　　母　　小清水 
武　藤　ヨシ子（82）忠　雄　　母　　柴　崎 
古　川　ハルノ（94）　一　　　母　　橋　屋 
佐　藤　政　光（65）ミ　イ　　子　　新　町 

小　椋　新　一　　弥平四郎 
チュオン・ティーキム・チャン    　ベトナム 

佐　藤　飛　鳥　　祐雄・知津子　１町内 
平　野　弘　太　　弘幸・美奈子　西　林 

◆日時　７月 7日（月） 
　　　　　　28日（月） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

7月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

7月10日（木） 納期限 

7月31日（木） 納期限 

○固定資産税第2期 
○介護保険料第2期 
○土地改良区償還賦課金第1期 
○ケーブルテレビ使用料 

人　口　　９，１４６人　　　－１２人 
　男　　　４，４４８人　　　－　８人 
　女　　　４，６９８人　　　－　４人 
世　帯　　２，９９７世帯　　－　３世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 

（０２４１） 

会津若松市‥ 

（０２４２） 

 

 

喜 多 方 市‥ 

（０２４１） 

 

会津若松市‥ 

（０２４２） 

 

 

喜 多 方 市‥ 

（０２４１） 

会津若松市‥ 

（０２４２） 

 

 

喜 多 方 市‥ 

（０２４１） 

会津若松市‥ 

（０２４２） 

会津坂下町 

会津若松市 

 

喜 多 方 市  

会津若松市 

 

猪 苗 代 町  

会津若松市 

 

会津坂下町 

会津若松市 

小 久 保 歯 科 

大　竹　歯　科 

 

小　汲　歯　科 

おおほり歯科 

 

佐　藤　歯　科 

大　村　歯　科 

 

酒　井　歯　科 

小　汲　歯　科 

（０２４２）８３－２４２１ 

（０２４２）２２－３８３５ 

 

（０２４１）２２－０１５４ 

（０２４２）２５－１１１０ 

 

（０２４２）６２－３０５５ 

（０２４２）２２－０１９５ 

 

（０２４２）８３－１５８２ 

（０２４２）２２－０１７２ 

２４－５０２１ 

２２－０２９３ 

２７－１１１２ 

２６－３５１５ 

２９－００３３ 

 

２２－０２６７ 

２２－５３２１ 

２１－１３１１ 

３９－６０６０ 

２４－０５０６ 

３３－１１２２ 

 

２２－２１８１ 

２２－６３００ 

３２－１５５８ 

２７－４６０１ 

２８－１２０５ 

 

２２－０４１４ 

２２－３１３３ 

２７－０５３７ 

２７－７６８６ 

２２－０２８９ 

7月13日 

20日 

21日 

27日 

7月13日 

20日 

21日 

27日 

《会津管内》 

《喜多方・会津若松管内》 

〈敬称略〉 

有　　隣　　病　　院 

三 浦 産婦人科医院 

斎　　藤　　医　　院 

佐　　藤　　病　　院 

穴沢耳鼻咽喉科医院 

 

入　　澤　　病　　院 

佐　　原　　病　　院 

み つ は し 医 院 

渡辺脳神経クリニック 

わたなべクリニック 

佐 藤 皮 膚 科 医 院 

 

県 立 喜 多 方 病 院 

山 田 産婦人科医院 

わかまつインターベンションクリニック 

いとう子どもクリニック 

あいづ整形外科リハビリテーションクリニック 

 

小　　野　　病　　院 

渡 邊 小 児 科 医 院 

吉　　田　　内　　科 

森 田 小 児 科 医 院  

志　　波　　医　　院 

 
 
 
 
　「
み
な
さ
ん
の
声
が
力
に
 

 
 
 
 
 
な
る
」
▼
町
外
の
読
者
 

 
 
 
 
 
の
方
か
ら
の
手
紙
を
拝
 

見
し
た
時
そ
う
感
じ
ま
し
た
▼
比
較
 

的
年
輩
の
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
 

れ
た
文
面
に
は
、
ほ
と
ん
ど
が
、『
ふ
 

る
さ
と
』
に
対
す
る
思
い
が
つ
づ
ら
 

れ
た
も
の
で
し
た
▼
結
婚
や
就
職
な
 

ど
の
理
由
で
止
む
を
得
ず
西
会
津
を
 

離
れ
た
方
々
。
そ
れ
で
も
ふ
る
さ
と
 

に
対
す
る
思
い
は
強
い
ん
だ
と
…
…
 

▼
町
外
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
の
 

方
に
も
郷
土
愛
が
持
て
る
紙
面
づ
く
 

り
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
 

し
た
▼
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
 

し
て
い
ま
す
。
 


